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論 文 内 容 の 要 旨
本稿 は、 中国近代史 や中国思想 との関連 の視点 か ら、幕末 の代表的思想家 ・改革士 吉 田松陰
(1830～1859)の思想形成 、孟 子受容 、 松 陰 とその思想 の近 代 中国 への影 響 にっ いて考 察 し、
究明す るこ とを課題 に した ものであ る。
序章 一 従来 の松陰研究 と本稿 の課題 一
吉田松陰 は天保元(1830)年8月4日に生 まれ、「安政 の大 獄」 で、安 政6(1859)年10月
27日に幕府 に処刑 された。松陰の人生 はわずか29歳2カ月 とい う短 い ものであ った。 けれども、
その純真 で素直 な生 き方、激 しい改革精神、悲劇的な生涯 は常 に人々に感動を与 え、多 くの人 々
の心 を とらえた。松陰 の魅力 はその生 き方 のみではない。彼 の思想 も幕 末 の代表 的改革 思想 と
して、明治以来、多 くの研究者 の関心や注 目を集 めた。松陰 のイメージは多 くの研 究者 によっ
て作 り上 げ られ、「革 命家」 「絶対 尊皇家」 「教育者」「軍国主義者」(侵略主義者)「政治的実践
者」「ヒューマニス ト」等 々、 さまざまな顔が与 え られてい る。 この多様 な松 陰像 の背 後 に は
松陰思想 の多様性、複雑性、時代 との密着性、更 に研究者 の歴史認識 ・政治的立場、 時代の風
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潮、 時代の需要 などがあ った ことを窺 わせ る。松陰 の思想 もこれ らの松陰像 に合 わせて、多 く
の研究者 に取 り上 げ られ、論 じられて いる。松 陰の思想 につ いて、 政治論 で は 「尊王論 」 「嬢
夷論」「国体論」「倒幕論」「一君万民論」「草葬堀起論」「民政論」「革:命論」 など、主体性論 で
は 「忠誠論」 「諌争論」及 びその逆説 として反逆、 「狂」「臣道論」 など、 教育論 で は 「兵学 教
育」「松下村塾 の教育」 な ど、兵学論で は 「士道論」「廊勝論」、人間論 で は 「人 間解放 思想 」、
「ヒューマニズム」、 「至誠観」「性善説」 など、様々な視覚 か ら論議 され、検 討 された。
従来の松 陰の イメージ、思想の うち、筆者 は蘇峰以 来の 「革命家松陰像」 に賛同す ると共 に、
松陰の 「民本思想」、特 にその 「民本思想」 の形成 に着 目 した い。 とい うの は松 陰の 「民 本思
想 」が彼の革命(改 革)思 想 を根底か ら支え、規定 する基調的思想であ り、 その検討 が未 だに
充分 にな されていない と思 うか らである。
　
松陰の 「民本思想」 の形成 にっ いて、従来 の松陰研究で は、Er本幕末 の諸状況 を しば しば松
陰 のかか る思想形成 の主 な要素 として挙 げた研究 が見 られるが、中国 との関連 の視点 か ら検討
され た纏 まった研究 がなか った。幕末 日本の政治 ・社会の諸状況(特 に頻発 した農民一揆など)
が松陰の 「民本思想」 の形成 に働 いた作用 が巨大で あった ことは間違 いない。 しか し、松陰 の
よ うな思想形成 には幕末 日本 の状況 とい う 「単独」要素ばか りが作用 を及 ぼ したので はな い。
当時の中国 の動 きや中国思想(こ こで主 に孟子思想を指す)が 松 陰の思想形成上無視で きない
重要 な要素 で もあ ったと思われ る。
実際、松陰 は中国 とは決 して無縁 な存在 ではな い。彼の思想 は様 々な形で中国近代史、中国
思想 と深 く関わ って いるのであ る。松陰 は早 い時期 か ら中国近代史 の大事件の1っ であ った ア
ヘ ン戦争 に強 い関心を示 し、熱心 にそれを研究 し、 そ こか ら多 くの ものを学 んだ。 「ペ リー来
航」以前か ら示 した正確 な 「国際認識」、新 たな 「兵学観」 ・ 「民政観」 の形成 な どはいず れ
もアヘ ン戦争 か ら強い影響 を受 けた所産であ った。「ペ リー来航」後 の安 政二年 当初、 松 陰 の
思想が 「民政 ・海 防」兼挙論 か ら 「民政 ・内治」優位論に転換 した。 この思想転換は、彼にとっ
て の中国近代史上 の もう一 つの大事件で あった太平天国への強い関心、太平天国 を意欲的 に研
究す ることを通 じて得 た正確 な太平天国認識及 びそれ に伴 って ます ます増幅 され た危機感 によ
るものであ った。更 に、 その思想転換 によって、松陰 は儒家の代表者孟子へ の傾倒 を示す よ う
にな る。野山獄で孟 子 を講 じ、孟子の民政論 ・人間論 ・王道政治論 など積極的 に受 容 し、 自 ら
の民政論 ・平等的人間論 ・尊王論 ・倒幕論 などの改革 ・革命思想 は中国 のアヘ ン戦争、太平天
国、孟子思想 と深 く関連 して いるのであ る。
松陰 と中国 との関連 はそれだ けで はない。松陰の思想 は中国近代史 ・中国思想か らい ろいろ
な ものを学 びなが らその形成を遂 げたのであるが、他方、 その革命精神や改革思想の影響 は幕
末及 び後世 の日本 に限 らず、海を越 えて近隣の中国に も及んだ もので ある。幕末の代表 的志士
一378一
として、松陰 は中国の改革者 たちにいち早 く注 目され、 その事跡 が中国に紹介 され、 その著述
が翻訳 され、読 まれ、 その名 が多 くの人 々に知 られ ていた。清末か ら民 国にかけて、 中国改革
の必要か ら、松陰の改:革精神 に惹かれ、 それを論 じ、積極的 に摂取 しよ うと した中国改革者が
数多 くいた。松陰の改革思想 が中国の改革:者たちを媒体 に、中国の改革 に役立 ったのである。
従 って、松陰の思想形成及 びその思想 の影響 を考え るには中国 との関連 の視点 が不可欠 であ
ると思われ る。 ところが、残念 な ことに、従来の松 陰研 究者 は、幕末 の政治 ・社会 などの要素
ばか りに目を奪 われ、以上述べ た諸事実 一 松陰 と中国近代史 ・中国思想 との深 い関連及 び松
陰 の改革思想 の近代 中国への影響 などの事実 一 に充分 な関心 を示 して こなか った。
そ こで、従来 の松 陰研究 の このよ うな不 備 も しくは不十分 さを補 うため、本稿 は以下 四つの
課 題を設定 し、 四章 に分 けて、 中国近代史 ・中国思想 との関わ りとい う角度か ら、松 陰の思想
形成 ・転換及 びその思想 の近代 中国へ の影響を明 らかに したい。四つ の課題 は以下 の通 りであ
る。
第一、 アヘ ン戦争 が松 陰の思想形成 にどの ような影響 を与 えたか(第1章)、 第二、 太平 天
国の乱 が松陰 の思想形成 ・思想変化(転 換)に どのよ うな影響 を及 ぼ し、 いかな る意 味を もっ
ていたか(第2章)、 第三、松 陰がその思想形成 にお いて孟子 の思想 を どの よ ケに受容 した の
か(第3章)、 第四、松陰の思想 が近代 中国 にどのよ うに認識 されたか、 換 言 すれ ば、 松 陰 と
その思想が近代中国 にいか なる影響を与 えたか(第4章)、 な どである。
要 す るに本稿 は、 中国近代史、中国思想 との関連 の視点 に立 って、松陰の思想形成、孟子受
容、松陰 の近代 中国へ の影響 などを考察 し、 明 らかに とよ うとした もので ある。新 たな視点 に
立っ本稿 の作業が、松陰研究 とりわ け松 陰思想 の更 なる解明の一助 にな ることを願 う。
第一章 アヘ ン戦争 と吉田松陰の思想形成
中国近代史の大事件の一 つで あったアヘ ン戦争が、幕末 日本及び多 くの思想家 に与 えた影響
が大 きい ことは従来 の研究者が しば しば指摘 す るところで ある。 しか し、 アヘ ン戦争が松陰 に
どん な影響 を与え たか につ いて の研究 は見 られない。 その原因 と して考え られ るの は、一、従
来の松陰研究者が 「ペ リー来航」 の時点、 とりわけその直前 ・直後 の松 陰の思想活動 だけ注 目
して、「ペ リー来航」以前、特 に兵学者 と して 自立 した十代後半 の松 陰 の思 想活 動 ・思 想形 成
をあま り重視 しなか ったこと、二、 中国 との関連 の立場か ら松 陰の思想形成 を考 え る視点 が欠
けて いたこと、 の二 点であ る。筆者 は本章 で、 まさに松陰の初期 の思想形成 とい う課題 を提起
し、特 にアヘ ン戦争 との関連 の視点 か ら松 陰の思想形 成を考 えた。松 陰がいっ、 どのよ うにア
ヘ ン戦争 の情報 を知 ったか、 アヘ ン戦争 の情報 を得 る以前 と以後 とではその思想 にどの ような
変化が あったのか、な どに着 目 し、松陰 のアヘ ン戦争 の情報 の獲得前後 の思想変化、世界情勢
への認識、九州遊学期間 におけ るアヘ ン戦争研究、 アヘ ン戦争認識、軍事的 ・政治的対応 など
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につ いて考察 した。
本章 の考察 によ って・ アヘ ン戦争 が松陰 の思想形 成 に与 えた影響 として、(1)アヘ ン戦争 の情
報 の獲得が きっかけで松 陰は世界情勢へ 目を向 けるようにな った こと、(2)兵学面で の対応 と し
て、 アヘ ン戦争 の研究 を通 じて、 その兵学観が和式 の兵学 か ら西洋式兵学 へ と変 化 した こ と、
(3)政治面で の対応 として、 中国 のアヘ ン戦争での敗北 の原因 一 君主 の失政、治政の衰頽 、漢
妊 とその実情 一 などを究 明す る ことによって、民衆重視 の視点 を確立 し、民政論 を提出 した
こと、 の3点 が判明 し、「ペ リー来航」以前 に見 られ る松陰の国際認 識 ・兵学観 ・民政 観 な ど
の思想形成 ・変化 はいず れ もアヘ ン戦争 の強 い影響 に よってなされた もので ある ことを指摘 し
た。
第二章 太平天国 と吉 田松陰 の思想形成
従来、松陰 と太平天国 の乱 との関連 にっ いて は、一部東洋史分野 の研究 者 が言 及 して い る。
しか し、 その言及 は幕末 日本 における太平天国の認識 とい う角度 か らなされた もので、松陰 の
思想形成 ・思想転換 に即 した もので はなか ったので、松陰 の思想形成や思想転換 にお ける太平
天 国の持っ意味 が必ず しも明 らかでで はなか った。本章 では、筆者 は当時 の政治 ・社会状況 お
よび松陰 の思想状況 な どに即 しなが ら、松陰が的確 な太平天国 の情報 を載せ た 『満清紀事』入
手 以前 に示 した太 平天 国 へ の強 い関心、 『満清 紀事 』 の入 手 ・翻訳 ・注釈 『清 国威豊 乱記 』
(『満清紀事』 の意訳本 ・松陰 が割 り注 ・地図 ・序 ・祓 な どを付 けた)の ね らい、松陰 の太平天
国に対す る認識 などにつ いて考察 し、特 に太平天 国研究 によ って松陰 の思想上 に起 きた変化や
魏 源の海防論 の不徹底性 に対 して行 った批判等 の事実 に着 目 し、太平天国が松陰の思想形 成及
びその後 の思想展開 に持つ意味 と果 た した役割 にっいて考察 した。
本章 の考察 によ って、安政二年時 の松陰 の 「民政 ・海 防」兼挙論 か ら 「民政 ・内治」優先論
への思想的変化 や魏源評価 の変化が彼の太平天国への関心 ・注 目r研 究 の所産で あることが明
らかにな った。本章で は更 に松陰 の太平天国への関心、研究及 びそれを通 じて得 た思想上の成
果 とその後 の松陰 の思想的課題 や思想の進路 との関わ りに も言及 し、松陰 の同時期及 びその後
の 「民政論」 の高唱、「民 本思想」 の祖述者孟子への傾倒、 『講孟筍記』 の執筆、更 に晩年 の改
革 思想 を示す 「草葬堀起」論 の提出な どいずれ もこの期 の太平天国へ の関心 ・研究 ・認識 と深
く関わ っている ことや、太平天国 が松陰 の思想形成 及びその後 の思想展開 に重要 な意味 を持 っ
ものである ことを指摘 した。
第三章 吉 田松陰 の思想形成 と孟子受容
従来 の松陰研究者 が松陰 の思想形成 に影響 した幕末 日本 の社会 的 ・政治的状況 などの要素 を
重祖 し、孟子思想 の松陰 に与 えた影響へ の考察が不十分 であ った ことか ら、本章で は、筆者 は
松陰の 「民政論」「人 間論」 「天皇論」な どの思想形成 に見 られる孟子受容(主 に 「民本 思想 」
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の側面)に 着 目 して考察 を行 った。
江戸時代 において、孟子 の 「民本思想 」 はその 「易姓革命」思想 と共 に日本の国情 に合 わな
い 「危険思想」 として しば しば排斥 された。 しか し、 「内憂外患」 とい う幕 末 の非常 時 は松 陰
に孟子 の 「民本思想」受容 の可能性 と契機 を提供 した。彼 の思想、特 に 「民政論」 ・ 「人間論」
・ 「天皇論」 などに、孟子思想、特 にその 「民本思想」 の受容が はっきりと読みとれる。だが、
従来 の松陰研究者 は松陰 の国体論 の側面 をあ まり強調 し、特 に松陰 に見 られ る、孟子 の相 対的
君 臣観や 「易姓革命」 の天皇へ の適用 に対 す る批判 などを主 たる根拠 に して、松 陰の孟子受 容
をほとん ど否定的 に とらえていた。 その結果、松陰 における孟子 の 「民本思想」 の積極 的受容
が看過 され、松 陰の孟子批判(否 定)の 側面 だ けが クローズア ップされ た。 この ような松 陰理
解 はい うまで もな く不十分 と しか言えな い。松 陰の 「内憂外患」 の幕末 日本 を背 景 に唱 え た、
「民政論」(政治 の内容 と目的 の論)「人間論」(人間 が生 まれ付 き道徳的本性 の上 で平等 な存在
とす る論)「天皇論」(政治主体 の論)な どを よ く見 る と、松陰 の積極的孟子受容 と.いう事 実が
明 らか に存す る ことが分か る。 これが筆者 が松陰 の孟子受容 とい う事実 に着 目した所以である。
松陰 の政治論 における孟子受容 にっいて は、先ず松陰 の 「民政」 に関す る論の形成 に注 目 し
た。 アヘ ン戦争 の情報 に接す る時点か ら松 陰 は中国民衆 の動 きに強 い関心を持 ちっつミ幕 末 日
本 の現状 に照 らし合 わせ、貧 困 な民 の救済 や 「漢 好」 予 防策 と して 「民政論 」 を提 出 した。
「ペ リー来航 む によ って引 き起 こされた国 内情勢 の急 変(生 活苦 によ る農民 一揆 の頻 発 な ど)
及 び中国で起 きた太平天皇の乱 の衝撃 が松 陰に 「民政論」の緊急 さを一 層 自覚 させた。彼 の儒
家 の代表者孟子 の政治論、特 にその 「民本思想」 と表裏 をな した 「民政論」を積極的 に評価 し、
幕末 日本での実現 を切 に期待 し、実 際政治 の場面で の実現を為政者 に強 く求 めた。 しか し、従
来 の研 究者 は松陰の 「民 政論」 にっいて触 れてはいるが、その形成 の原 因 を ほ とん ど の場 合、
幕末 日本 の社会的状況が与 えた刺激 に求 め、孟子 の政治論 との関連、特 に孟 子受容 とい う視点
を重視 しなか った。 その結果、松陰の 「民政論」 の形成 に見 られ る孟子受容 にっいての検討 が
甚 だ不十分で あ った。
本章で は、孟子受容及 び孟子 との比 較の視覚 か ら、松陰 の 「民政論」 を取 り上 げ、特 に松 陰
の 「民政論」 の施策、ね らい、特徴を検討 した。本章 の考察 によって、松 陰が幕末 時に提 出 し
た 「民政論」 は仁徳政治の要請 、安民 の実現、減税、生産の発 展、富民富 国、弱者保護、教育
重視 などの具体的施策や豊富 な内容を含んでい ることや、鋭 い幕政批判 の政 治的合意 を持 って
いる ことなどか ら、孟子 のそれ と重な るところが多 く、孟子の強 い影響 のあ った ことが明 らか
にな った。
次 に、松陰 の 「民政論」 を根底か ら支え る彼 の人間観 に着 目 した。従来 の研究者 は松陰 の入
間観 の形成 について、幕末 日本社会の彼への刺激や武士身分 と して松 陰の 自己否定 にその要 因
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を求 めて いる。 孟子 の 「性善説」 との関連 とい った視点か ら松 陰の人 間観 に言及す る研究 が全
く見 られな いわ けで はな いが・松 陰の入間観 と孟子のそれ との異質性 を主張す ると ころに研究
者 のね らいがあ った。松 陰 は社会秩序 ・身分制 ・人 間の本性 な どにつ いてど う認識 し、 ど う見
るのか、 また、彼 は孟子 の 「性善説」 をどう認識 し、 どう評価 し、 どのように取 り入れたのか、
更 に、孟子 の 「性善説」 に惹か れた彼 は、朱子学 の 「性説」(「性即理」 「気 質 の性」 な ど)や
実践法(「存心持敬」 ・ 「守静居敬」 や 「格物窮理」)にっ～、て どう認識 し、 どう批判 したのか、
な どの疑 問 に十分 に答 え られ る研究 は見 られない。筆者 はまさにこれ らの疑 問に着 目 し、松 陰
の平等 的秩序 観 ・人間観及 びそれを根底 か ら支 えた孟子 の人間観の積極 的受容 を取 り上 げ、 松
陰の 「性善説 」理解、「性善説」受容 のね らい、特徴 な ど.を究 明 しよ うとした。
本章 の考察 によ って、 まず松陰 の社会 秩序観 ・人間観 の身分制 に拘 らない人 間平等 の思想 の
あ ったことが確認 され、 そのよ うな人間平等思想 の根底 をな したの は、孟子 か ら受容 した 「人
間観」、 とりわけ人 間の道徳 的平等性 を認 める 「性善説」 であ った、 とい う事実が明 らかになっ
た。筆者 は、更 に、松陰 の 「人間論」 に含 まれた、人間 の道徳心 への信 頼、 「人 間 の差等 ・不
善 を認 める」 朱子学 の 「気質 の性」 ・ 「性即理」や その実践法 と しての 「居敬窮理」への批判、
為 政者 の 「悪政」 ・用人政策への批判、天皇 の 「仁政 」 へ の期待等 の特 徴 を究 明 し、 孟 子 の
「性善説」 の強 い影響 を受 けて形成 した松陰の 「人 間観」 が 「倒幕革命」 や 「草 葬 堀起」 思想
の形式 を生 み出す原由であ ることを指摘 した。
最後 に、松 陰の天皇観 にお ける孟子受容 に着 目 した。従来 の研究者 は松陰 の天皇観 を論ず る
際、 しば しば 「君権神授」 とい う伝統思想 が彼の天 皇観 に与 えた影響 をク ローズア ップ し、松
陰の 「国体論」 をその思想 の独 自の もの として強調 し、孟子 の 「民本思想」が松陰の天皇 観 と
矛盾 し、異質 の ものだ と見 な している。 それが原因で、松 陰の天皇観 における孟子の 「民 本思
想」 の受容 はほとん ど否定 的に とらえ られた。 この ような認識 は不十分だ と思 う。 実 は、 松陰
は後期水戸学 に接触 す る以前 に は日本 とい う国家、 日本 の国体 にあま り関心 を示 さず、 日本国
家 の特殊性 ・独 自性 な どの視点 を持 たなか った。後 期水戸学 との接触、加 えて 「ペ リー来 航」
の刺激 によ って、 その 「天皇観」 が急速 に形成を遂 げた。つ ま り、後期水戸 学 との接触以前 に
お いて松陰 の思想土壌 はむ しろ儒教的 な ものであ った。 このよ うな事情及 び松陰の 「君 臣 ・君
民 ・国体 ・日本国家」 をめ ぐ.る論 などを踏 まえなが ら松陰 の 「天皇観」 を も う二 度見 直 す と、
孟 子の 「民本思想」 に立脚 した儒教的王道政治論 は松陰 に拒否 され るどころか、その 「天皇観」
に多 く取 り入れ られ た、 とい うことが分か る。筆者 は松陰の古 代王朝国家 の天皇制 への憧憬 ・
理想的天皇像、天皇 に与え れた生 き生 きと した人格性、政治の主体 と して天 皇 に対 す る期 待、
政治的役割 の要請 などに着 目 し、 それ らの問題 を分析す ることによって、孟子的な 「王道政治」
とい う儒教 の 「合理的」政治思想が松 陰の 「天皇観」 に も受容 された事実 を解明 しようと した。
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本 章の考察 によって、一見 「民本思想」 と矛盾す るよ うな松陰の 「天皇観」 で は 「君権 神授 」
という伝統思想以外 に、天皇が まさに政治主 体 とな って 「仁政」 や 「安民」 を実現 す る存在 、
のち には、倒幕 ・穰夷 を実践す る存在 でな ければな らない とす る天皇 の規定、 などの事実が確
認 され、 それが孟 子の 「王道 政治」(徳治主義)の 受容 による ものであ った ことを指摘 した。
要 す るに、 本稿第3章 で は、松 陰の孟子受容 をその 「民政論」 ・ 「人 間論」 ・ 「天皇論」 と
い う三 つの側面 に着 目 して分析 し、考察 した。 その結 果、 孟子 の 「民本思想」 は松陰 に拒否 さ
れたので はな く、 む しろ積極 的 に取 り入 れ られ、松 陰の独 自の思想 の不可欠 の要素 とな ってい
る事実 が判 明 した。
第 四章 近代 国家 におけ る吉 田松陰認識
一 清末 か ら民 国に至 るまで一
第4章 で は、今 までの松陰研究 て ほとん ど触 れ られて こなか った、清末か ら民国にか けての、
近代 中国 の改革 の必要性 か ら生 まれた松陰論 ・松陰研究 に着 目 し、松陰の改革精神 ・改革 思想
の近代 中国へ の影響 について考察 した。
この問題 の検討 は近代 中国 の改革思想家 たちの日本思想 の受容のあ り方の究 明に はもち ろん
の こと、新 たな角度 か ら、逆照射 の形で松陰思想 の本質 を映 し出す ことを可能 にす るので、松
陰研究 で も無視 で きない重要 な意義 のある もので あろ うと思 う。 ところが、 この問題につ いて、
従来 日本 の松陰研究で は、 ごく少数 の研究者 に意識 され、言及 されたが、資料 の不備 な どの研
究条件 の制約 のたあ、 ま とまった研究成果が生 まれ なか った。本章 で は、清末 か ら民 国期 にか
けτ、中国 に しば しば見 られ る改良派 ・革命派 ・愛国的知識人の松 陰論 に着 目 し、松陰 および
そ の思想が彼 らにど う紹介 され、 ど う理解 され、 どう受 け入れ られたか、また、それによって、
松陰 の思想が近代国家 の改革者 たちにどん な影響 を与 え たか にっいて考察 を行 った。
筆者 は、 まず改良派 たち(主 に黄遵憲 ・康有為 ・梁啓超 な ど)の 、松 陰の 『幽室文稿』 の受
容、事跡(国 禁 を破 った 「下 田事件」 など)の 紹介、 松陰 という人物評価(「世 界大勢 を知 る」
面 の評価)、松 陰の尊 王思想 ・破壊(局 面打破)精 神 の受容、『松 陰文紗』 の刊行 な どの行動 を
彼 らの政治的立場 に即 しなが ら分析 し、彼 らの持っ的確な松 陰認識 と共 に松陰 のかかる精神 ・
思想 に惹かれ、 それ を自 らの革命的実践 に生かそ うと した松 陰受容 の姿勢 ・特徴 を明 らかに し
た。
次 に、革命派 たち(主 に章嫡麟 ・孫文 ・載季陶)の 幕末志士観、 明治維新観、松陰観 を取 り
上 げた。革命派で は、改良派 のよ うに多 く松陰論 が見 られなか った。例 えば、章 と孫 には幕末
の志士 たちの歴史的役割や明治維新 に与 え た高い評価 が見 られ るが、松陰 に関 して は直接 の論
及が見 られ なか った。 ただ・孫文の革 命 に追従 して・長期 的な孫;文の秘書 ・通 訳 をっ とめ た、
革命派 の理論家 ・知 日家載季陶が その 『日本論』 で松 陰を論 じた。筆者 は、特 に 『日本論』で、
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松陰 を明治維新 との関連 の視点か らと らえ・ その思想 の含む神権思想 が幕末 日本人 の 「信仰心」
となって、明治維新を成功 させ る重要 な要因 とな ったとみな レて、松陰 の明治維新 の成功 に果
た した 「精 神的意 味」 を高 く評価 した、載季陶 の松陰論 に着 目 して分析 し、 中国革命 に も松陰
のよ うな 「信仰心」 が必要不可欠 である ことを説 く、載 の松 陰論 のね らいを明 らかに した。
三つ 目に、民国期 の代表 的松陰論 である趙如珊 のr吉 田松陰略伝』を取 り上 げて考察 した。
日中戦争勃発 とい う事件 に触発 されて松陰研 究 に取 りかか った著者の松陰研究の姿勢、ね らい、
『略伝』 の構 成 ・成立、著者の松 陰認識 な どを分析 し、著 者の形 づ くった愛国 者 と教育 者 の二
面か らな る松陰像、松 陰の改革精神 ・植民地反対 な どの主張 に対す る著者 の紹介 ・評 価 か ら、
日中戦争 の最 中にあ りなが ら、著者 をは じめ、 中国人 の松陰像 は日本 で戦争動員 のためで っち
上 げ られた 「侵略主義者松陰像」 とは明 らかに違 っていたとを究明 した。
最後 に、近代中国 の松陰論 の特徴 一 即 ち中国 の改革 という現実 的必要性か ら生 まれ、 中国
の改革 と密着 して いた とい う特徴 一 を指摘 し、近代中国の松 陰論、換言すれば松陰 の近代中
国への影響 とい う問題が松陰研究で もっと重視 さけるべ きことを提言 した。
結 び
結 びで は、本稿 の提起 した視点 と本稿 の考察 によって明 らかにな ったい くつかの事実及 び今
後 の課題 を記 した。
筆 者が本稿で提起 した視点 一 即 ち、 中国近代史、 中国思想 との関連の視角か ら松陰 の思想
形成 及 びその改革 精神 ・改革思 想の近代 中国に及ぼ した影響を考察 し、究明するという視点 一
は従来 の松 陰研究 で は見 られない新 たな松陰論の試 みで ある。 この新 たな視点 に立 ちっっ、松
陰の思想形 成 を もう一度見直す ことによって、今までの松陰研究で看過 されたい くっかの事実
が明 らか とな り、 松陰研究上 の不備や不十分 さが補 われ たと思われ る。
本 稿の考察 によって、明 らか にな った事実 に関 しては、各章 の要約 にすで に記 され た ので、
ここで は重 複 しないが、今後 の課題 だけ記 してお く。
本稿 第1章 で は、 筆者 は、 アヘ ン戦争 の松陰へ の影響を主 に 「ペ リー来航」以前 に着 目 して
考察 を施 したがアヘ ン戦争 の松 陰への影響 はその一生 を貫 いて見 られるので、今後 「ペ リー来
航」以 降に も視野 を広げ、解 くに安政五年 「日米修好通商条約」締結時 の松陰の思想活動 がア
ヘ ン戦争 の研究 によ って得た西洋認識 とどの ように関連 していたか などを更 に検討す る必要 が
ある と思 われ る。 それ は今後 の課題 として残 したい。
第2章 では、筆者 は主 に松陰 の思想形成 と太平天 国 との関連 に着 目 して考察 した。 ただ、 当
時で は、松陰 のほかに、太平天 国に強 い関心 を示 した人が多 く、特 に彼の弟子 た ち(例 え ば、
高杉晋作 な ど)太 平天 国認識 も注 目に値す る。今回の松陰の弟子 た ちの思想 と太平天国 との関
連 に触 れなか ったが、今後松陰 との比較の視点で松陰 の太平天 国認識 が弟子たちに及 ぼ した影
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響、 また彼 の太平天国認識 と弟子 たちのそれ との異 同 にっいて考 える必要が あると思われ る。
第3章 では、主 に松陰 の思想形成 における孟 子受容 とい う課題 に着 目 して考察 したが、従来
の研究者 が しば しば指摘 した松陰 の孟子批判(否 定)に ついては多 くの紙幅 を割 いて検討す る
ことができなか った。 しか し、江戸時代を一貫 して続 いた、外来 の普遍思想 と しての儒教 思想
と伝統 の特殊思想 としての 「日本思想」 との間に見 られ る排斥 ・融合な どの思 想史 的現象 が、
幕末の思想家松陰の思想 らも例外な く反映 されてい る。 この問題 の解明 はむ ろん松 陰理解の重
要 なポイ ン トの一っで もある。 本章で は、 この重要 な問題 に対 する検討 は必ず しも十分 とは言
えない。更 なる検討 を今後 の課題 と して残 す ことにす る。
第4章 では、清末か ら民国 にか けての中国改革者 たちの松陰論 を中心に考察 してきた。ただ、
中国大陸 の松陰論 だけでな く、台湾 ・香港及 び韓 国な ど東 ア ジア地域の松陰論 ・松陰の及 ぼ し
た影響 など も視野 に入 れる必要が あると考 え る。 また、 この問題 と関連 しなが ら、松 陰 のみな
らず、幕末 か ら明治 にかけての他ρ思想家たちの近代 中国及 び東 アジア地域への影響 とい う問
題 も、 もっと重視す る必要が あると思 う。 これ らの問題 はいずれ今後の課題 と して、 その解決
に取 り組 みなが ら、 自 らの研究を より広げ、 より深 めたい と願 う。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、序章 ・第1章 ・第2章 ・第3章 および 「結 び」 か らな る。
序章 「従来 の松陰研究 と本稿 の課題」 で は論者 は、従来 の吉 田松陰(1830～59)の研究 史 の
最大 の問題点 が、松陰 の思想を もっぱ ら幕末 日本 の政治的 ・社会的状況 に規定 され るもの とみ
な して、他 国の歴史や思想 との関わ りを軽視 して きた点で あるとす る。そ して本論文の課題 は、
中国近代史 や中国思想 との関連 に着 目す る視点 によ って、①松陰 の思想 形成 の実相 と、②松 陰
とその思想 の中国近代 一 清末か ら民国期 一 の思想家 たちへ の影響 とを と らえ ることだ、 と
記 す。 的確 な視点 と課題 の設定 といって よい。
第1章 「アヘ ン戦争 と吉 田松陰の思想形 成」 で は、「一、 アヘ ン戦 争 と中 日思想 家 た ちの思
索」 で、 アヘ ン戦争(1840)の結果が 日本 と中国の思想家 たちに大 きな衝撃 を与 え、 両 国 に近
代化 の企 画 と実践 とを もた らす もので あった事実 を概説す る。「二、松陰 の世界情勢へ の開眼」
で は、 アヘ ン戦争 に触 れる前(16歳未満)の 松 陰が、兵学 ・儒学を学 びつつ も、対 外的関心 や
危機 感 とは無縁 に 日々を送 って いたこと、 弘化2年(1845)16歳時 にアヘ ン戦争 の情 報 に触 れ
た結 果、 当時の世界情勢 を認識 し、 日本国の独立 に危機感を もつ にいたった こと、を指摘する。
「三、松陰 の対応」で は、松陰が アヘ ン戦争 の戦闘の実際を知 った ことか らその保持 す る兵 学
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が 日本式か ら洋式 の兵 学 に変化 し、 アヘ ン戦争 の敗北の主 因を清政府 の対民衆政策 の失敗が見
出 した ことか ら民衆重 視の見地 に立 つ民政論 を提唱 し、 その実践 を為政者 に求 めるよ うにな っ
た、 と説 く。 この章 で論者 は、 アヘ ン戦争 の情報 が松 陰の思想形成 に与 えた影響 を従来 の諸研
究 よ りもは るかに具体 的かつ鮮 明に明 らか に して いる。
第2章 「太平天 国 と吉 田松陰 の思想形成」で論者 は、 「一、松陰の思想 形成 一 「ペ リー来
航」 か ら安政元年末 頃 まで一 」 で、 ペ リー来航 の嘉永6年(1853)から翌 年 まで松 陰 の政 策
論の本質 は、民政 の充実 と海防 の強化を もとに必要 だ とみなす 「民 政 ・海防兼挙論」であった、
と したあ とで、「二、 『満清紀事』 と吉田松 陰」 で、松陰 が安政元年(1854)末に、太 平天 国 の
乱の情報 を豊か に盛 り込ん だ、 中国人羅森 筆の 『満清紀事』 を入手 ・閲読 した結果、 その政策
論を劇的 に変 える ことにな った、 とす る。松 陰 は、『満清紀事』 を読 んで、 清政 府 の対民 衆政
策の誤 り=内 政上 の失敗 こそが、太平天 国 り乱 を引 き起 こ したとの確信を得、従来 の 「民政 ・
海防兼挙論 」 を 「民政 ・内治優勢論へ と改変 した、 とい うのであ る。加 えて、論者 は、松 陰の
安 政2年 時のかか る思想的転 換 ・新思想 の獲得 は、晩年 の思想 の展開(民 政論 のさらなる強調 ・
孟子 の 「民本主 義」 への傾倒 ・草葬 堀起論 の提唱 など)へ と連 な ってい るぐ と説 く。 この章 の
論者 の所論 は、安 政元年末 か ら2年 にかけての松陰の思想 的転換 を従来 の諸説 には見 られぬ説
得 力を もって説 明づ けてい る。
第3章 「吉 田松 陰の思想形成 と孟子受容」で論者 は、松 陰著 『講 孟筍 記』(安 政2・1855年
獄 中で書 き始 あ、翌年成 る)を 通 じてその孟子受容 を探 る。「一、 松陰 『孟 子』 との接 点及 び
『講孟筍記』 の成立」で同書の成立の事情 を記す。 「二、 松 陰 の政治論 にお け る孟 子 受容 一
「民政論」 をめ ぐって 一 」 で は、仁徳政治、安民、減税、富 国富民、 弱者 保護 その他 か らな
る松陰 の民政論 の中身 が、孟子 の 「民本主義」 の主張 に基づ くもので ある、 と説 く。
「三、松陰 の人 間観 における孟子受容 一 「性善説」 をめ ぐって 一 」で は、孟子 の性然説
を摂 り入 れる ことによ って松陰 は、人間の道徳 的可能性へ の信頼や人間個 々の、身分 や階層 の
別 を超 えた道徳上 の平等性 の確信 などの意識や感覚を もっ に至 った、かか る意 識 ・感覚 こそが
独 自の倒幕論や草葬堀起論 などの政治的主 張を生 み出 した元 由とな った、 と説 く。 「四、 松 陰
の天皇観 にお ける孟子受容」で は、松 陰の天皇観 には、周知の記 ・紀 に基 づ く 「君権神授」 と
いう見地の ほか に、天皇が文字通 りに政治 の主体 となって仁政 や安民 を実現 し、幕末 の時点 で
は倒幕や撰 夷を実現せねばな らぬ とす る一 天皇の政治的責務 や機能 を力説す る一 見地が あ
る、 と し、後 者 は紛れ もな く孟子 の有徳者為君説 .・仁政安民論 な ど摂取 した ものに外な らない、
と説 く。松 陰の国体論 にも、孟子流 の民衆重視 の見地が色濃 く盛 り込 まれている、 とす る。
論者 の この章 の記述 は、 完成 度の上 では未 だ しであ るが、通説 を否定 す るそ の筆 鋒 は鋭 く、
傾聴 させ る もの を多 く含んで いる。
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第4章 「近代 中国 における吉田松 陰認識 一 清末 か ら民国 に至 るまで一 」 で は、 「一 、 清
末改良派 の松陰論 一 黄遵憲 ・康有為 ・梁啓超 を中心 に一 」 で、清末 の改良派(清 朝 の存在
を認 めっっ中国 を改革 しようとす る人 々)に 及 ぼ した松陰の影響 を、上記 の三者 につ いて具体
的に探 る。
「二、改革派 たちの松 陰論 一 章柄麟 ・孫文 ・載 季 陶 を中心 に 一 」 で は、 清末 の革 命派
(清朝 を打倒 して中国 の改革 を実現 しようとす る人 々)に 及 ぼ した松陰の影響 を探 る。章柄麟 ・
孫文 には松 陰への直接 の言及 はきないが、載季陶 に独 自の、改革派 のそれ とは事 な る松陰観 が
み られ る、 とす る。 「三、民国期 にお ける松 陰論 一 趙如玲 の 『吉田松 陰略伝』 を中心 に 一 」
で は、民 国期 しか も太平洋戦争時 の一思想家 に、 当時 日本 国家 によ って打 ち出され た 「膨張主
義者松 陰」 像 とはまった く対蹟 的な松陰像が形成 されてい る事実 を示す。
この章 で論者 は、松 陰の及 ぼ した近代国家への影響 について新 しい事実を多 く発掘 しており、
その所論 の持 っ研究史上 の意味 は小 さ くはない。 しか し、 この件 にっ いて考察 の拡大 と深化 と
は、論者 に とって今後 の課題 である。
「結 び」 で は、 それまでの考察 をまとめて、今後 の課題 を示 している。
総 じて本論文 は、 日本 と中国、両国 の歴史や思想 の展 開を関連づ けて と らえ る視点 を採用 し
つっ、松陰 の思想形成 ない し思想的営為 を新たな形 で描 出 し、松陰 の近代中国の思想家 た ちに
及 ぼ した影響 をは じめて具体的 に明 らか に してい る。 その研究成果 は、松陰研究史 に新生面 を
開 くもので あ る。
よって、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格を有 す るもの と
判 断 される。
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